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開催を重ね、
お客様との関係を育てる

会場の準備から、

開催と記録へ進むための1冊

書き込み式ワークブック
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WELCOME

この冊子の使い方

第5冊の募集から、実際の開催へ

第5冊で用意した募集ページ、料金、チラシや次回案内を使います。会場との相談

や荷物の準備を整えて、お客様を迎えましょう。決まっている項目は確認して進

めます。

お客様を知り、次のお迎えに活かす

座席・会話・質問・反応を、開催後に思い出して記録します。推測で決めつけず、

見たことと聞けたことを残しましょう。次の開催前に読み返し、準備や声かけに

使います。

写真と文章で、無理なく発信を続ける

最初は写真1枚と短い文章で構いません。自分が続けられる頻度と話題を決め、実

際に投稿します。投稿のために毎回新しい作品や企画を増やす必要はありません。

開催前の方も、自分の段階から進める

申し込みがないことだけで自分を責めなくて大丈夫です。準備や発信を進め、開

催後の記録はお客様が来てから書きましょう。日記3ページを使い終えたら、大学

ノートなどへ続けます。
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